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小泉八雲「中国の神話と崇拝」研究

―1885年マルディ・グラに見える東洋の神話―

鄭 　　芝　媁

Lafcadio Hearn“Myths and Worship of China”
―Chinese mythology in Mardi Gras 1885―

CHENG Chihwei

This essay focuses on the “Myths and Worship of China” article that Lafcadio 
Hearn written for The Times-Democrat in Feb 17, 1885, when he was living in New 
Orleans, Louisiana. I have translated this article first time, and do a study about it. Then I 
found out that “Myths and Worship of China” is actually a description for the Mardi Gras 
float drawings, which had been publish with 1885’s Carnival bulletins. He descripted all 
the 18 float and designs, all of them is about Chinese mythology, with quote a lot of 
Chinese classic literary work. But as we known, Lafcadio Hearn couldn’t read in Chinese, 
and he never been to China. Then, what kind of book he actually consulted?

In this essay, I explained the background about “Myths and Worship of China”. And 
I also do a research about this article, find out the literary Lafcadio Hearn consulted when 
he writing about the following subject in “Myths and Worship of China”: POUAN-KOU, 
NIU-VA, and TOWER OF FO KIEN.

keywords：Lafcadio Hearn, China, Myths, Mardi Gras.

一、はじめに

　小泉八雲ことラフカディオ・ハーン（以下略称ハーン）は、来日するまでに約二十年間1）アメリカ各

地の新聞社でジャーナリストとして働いていた。そのうちの七年間はニューオーリンズの『タイムズ・

デモクラット』紙で筆を振るった。彼が新聞に載せた記事は、豊かな文藻で、神話・宗教・民俗・考古

学・文学・政治等々の領域に渡っていた。

　「中国の神話と崇拝」という一文は、一八八五年二月十七日、『タイムズ・デモクラット』紙で掲載さ

1）	1872年シンシナティ・エンクワイアラー社で働く時期から、1890来日まもなくハーパー社辞退するまで。小泉八雲
記念館（2016）『小泉八雲、開かれた精神の航跡』。
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れた2）。これは、ハーンの新聞記事において珍しく一万字を超える長編記事で、「TIEN-DZE（天子）」

「FESTIVAL	OF	LANTERNS（元宵節）」「NIU-VA（女媧）」などをトピックにし、総計18項目を挙げ、

三皇五帝から先祖祠堂まで、多彩多様な中国の伝統神話と崇拝を紹介した。この記事は今まで、日本語

及び中国語に翻訳されたことがなく、先行研究においても言及されていないため、筆者は「中国の神話

と崇拝」を全訳した3）。記事のなかに述べられた十八項目の和英タイトルを書かれた順に以下に挙げる。

①TIEN-DZE.天子；

②CREATION-POUAN-KOU.創世者盤古；

③TOWER	OF	FO	KIEN福建の塔；

④LAS	AND	ASSURIラスとアスリ；

⑤TARTAR	MAUSOLEUMタタール人の墓；

⑥TI-HOANG地皇；

⑦DALAI	LAMA.ダライ・ラマ；

⑧BIRTH	OF	KONG	FOU-TSEU.孔子の誕生；

⑨FESTIVAL	OF	LANTERNS.元宵節；

⑩FO-HI.伏羲

⑪ANCESTRAL	HALL.先祖の祠堂；

⑫KOUANG-TI.関帝；

⑬TEMPLE	OF	FO.佛のお寺；

⑭GIN-HOANG.人皇；

⑮NIU-VA.女媧；

⑯TI-CAN.地蔵；

⑰PARADISE.西方浄土；

⑱GIEHVA.地獄

　本論文では、訳文を引用しながら、関連のイラストと合わせて分析していく。翻訳を行う際、この記

事はニューオーリンズ最大の祭りであるマルディ・グラのために書いたことが判明した。本論文では、

「中国の神話と崇拝」という記事の発表経緯を、マルディ・グラの仕組みをふまえて解明していく。さら

に、富山大学へるん文庫4）所蔵の、ハーン生前の蔵書から中国にかかわる書籍を調査し、ハーンが参考

2）	The	Times-Democrat	（New	Orleans,	Louisiana）.	Tue,	Feb	17,	1885.	10ページ。
3）	関西大学『千里山文学論集』第99号。
4）	 1924年、ハーンの蔵書をより安全に保管するため、小泉家から富山大学の前身校である旧制富山高等学校に一括譲
渡された。それが現在の富山大学ヘルン文庫である。洋書2096冊、和漢書346冊及び「神國日本」の手書き原稿上下
2冊1200枚からなっている。このほか、ハーンに関する研究文献約2600点も所蔵されている。洋書のうち1350冊が
英語、719冊がフランス語の書物であり、これらの大部分はハーンが日本へ来てから集めたもののようだが、中には
彼がアメリカのシンシナティやニューオーリンズ滞在中、貧しい記者生活のなかから買い求めたと思われるものも
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にした可能性のある書物を列挙し、十八項目の中、上記②CREATION-POUAN-KOU.創世者盤古　③

TOWER	OF	FO	KIEN.福建の塔　⑮NIU-VA.女媧に関する三つの項目の解明を試みた。

　なお、「中国の神話と崇拝」は他の記事と同じように、新聞紙面に著者の署名がないため、ハーンの記

事であるか確定されてはいなかった。だが西崎一郎氏により一九三九年にハーンの記事であると認定さ

れ、『Oriental	Article（東洋論集）』5）に収録されている。一九八七年に出版された『ラフカディオ・ハー

ン著作集』第三巻6）（以下略称『著作集』）の「東洋論集」に収録されていないのは、編訳者の一人高木

大幹氏の「東洋論集解説」によると、『著作集』版の東洋論集は西崎氏の『Oriental	Article』を底本に

した選訳であり、全訳ではないためである7）。近年あまれ比較的詳細な著作年表といえる『詳述年表　ラ

フカディオ・ハーン伝』8）では、「1885年 2 月17日―「中国の神話と崇拝」が『タイムズ・デモクラッ

ト』紙に掲載される」9）と記録している。

　以上を踏まえて、「中国の神話と崇拝」という記事は確かにハーンの作品だと認定できる。十九世紀欧

米の東洋学の流行った書物が多数ある中、ハーンは中国を理解するため、どんな書物を読み、消化し、

自分の記事に用いたのか。ハーンと中国の関連性、および中国がハーンに与えたインスピレーションを

より明晰に論じ、ハーンという日本とアメリカに生きた人物の文化交渉の足跡を明らかにするのが、本

論文の目的である。

二、「中国の神話と崇拝」背景としてのマルディ・グラ

　前に述べたように、「中国の神話と崇拝」は一八八五年二月十七日火曜日、『タイムズ・デモクラット』

紙に掲載された。一八八五年と言えば、まず思い浮かべるのは、ハーン来日のきっかけだといわれる、

万国綿花産業百年記念博覧会（The	World’s	Industrial	and	Cotton	Centennial	Exposition）である。一

八八四年十二月から一八八五年上旬にかけて、アメリカ・ニューオーリンズで開催されたこの万博博覧

会は、綿花の積荷がニューオーリンズから欧州に向けて初めて出荷されてから百年経ったことを記念す

る博覧会である10）。ハーンは、この博覧会の運営を指揮していた新聞社タイムズ・デモクラット社の記者

として活躍していた。東洋（主に日本、中国、インド）の展示品に大きな関心を示し、「博覧会における

東洋文献」、「ニューオーリンズ博覧会―日本の展示物」、「ニューオーリンズに見る東方の国」、「東洋

の珍しき品々」などの記事を次々と発表した11）。

　この博覧会の期間中、一八八五年二月には、ニューオーリンズでもう一つの盛会があった。二月のカ

あるとへるん文庫の紹介文に書いてある。
5）	Nishizaki	 Ichiro（1939），Lafcadio	Hearn’s	American	Articles-Oriental	Articles,	雄松堂。
6）	小泉八雲著・森亮他（1981）『ラフカディオ・ハーン著作集　第三巻』恒文社。
7）	注 5 の「解説」。165ページ。
8）	坂東浩司（1998）『詳述年表	ラフカディオ・ハーン伝』英潮社。
9）	同注 7。197ページ。
10）	吉見俊哉（2010）『博覧会の政治学―まなざしの近代―』講談社、49ページ。
11）	「西洋落穂集」に収録。小泉八雲著・森亮他（1987）『ラフカディオ・ハーン著作集　第四巻』恒文社。
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ーニバル（或いは謝肉祭と呼ぶ）である。このカーニバルの最終日はマルディ・グラ（Mardi	Gras）と

呼ばれ、一か月半も続く祭りのクライマックスがある。ニューオーリンズのマルディ・グラはアメリカ

全国だけでなく、世界中でも有名だが、日本ではマルディ・グラに関する著作はほとんどない。マルデ

ィ・グラとかかわりが深い「中国の神話と崇拝」を解明するために、まずマルディ・グラとは何かを理

解しなければならないので、ここで、一九九一年にニューオーリンズを訪ね、実際にマルディ・グラを

体験したことがあるハーン研究家・舩岡末利氏の説明を、以下に引用する12）。

マルディ・グラは欧米諸国で盛んに祝うカーニパル（キリスト教四旬節直前の、日、月、火）の最

終日にあたる。救世主キリストが荒野で断食・修行したことにちなんだ四旬節（受難節）の期間（灰

の水曜日から復活祭前夜までの、日曜日を除く四十日間）は、キリスト教徒は肉食を断ち懺悔と贖

罪に日々を送るつとめがあるが、その直前の三日間は飲んで食って大騒ぎするのが習慣になってい

る。その騒ぎは最終日のマルディ・グラに最高潮に達する。カーニバル、マルディ・グラはまた、

春の到来を告げ、万物の生成を祝う祭りでもある。したがって同じような祭りは世界各地で行なわ

れているが，ニューオーリンズのマルディ・グラが特に有名なのは、何日もつづく豪華な山車の巡

回、並み外れた祭りの熱気、どんちゃん騒ぎの野放図の為である。

　以上に述べたように、ニューオーリンズのマルディ・グラが世界中に名を挙げたのは、ほかでもなく

豪華な山車の巡回のおかげである。そして、パレードの仕組みについては、次のように説明する。

　祭りの運営はすべて民間の手に委ねられ、市当局が祭りの治安維持と衛生管理にあたる。市の四

つの教区にカーニバル・クラブがあって、ギリシャ・ローマ神話の神々や土地の名を冠したこれら

の組織が、各々その年度のテーマとタイトルを決め（それは童話、伝説、歴史、神話、文学に関係

する）、飾りたてた山車を繰りだし、楽隊を先頭に一大パレードを組んで街を練って歩くのである。

　パレードの構成は大体きまっていて、騎馬や山車に乗った行列を指揮するキャプテンが先頭に立

ち、廷臣に囲まれた王・王妃、その後に公爵と侍女の山車がつづく。これら宮廷人を乗せた山車の

後には、タイトルを表象する山車、クラブ員をのせた山車がつづく。山車に乗った人々は服装と化

粧に粋を凝らし、面を付けた者までいる。山車の数は十八台、メンバーは二百人が構成基準で、こ

れが大体のパレードの一単位だが、それに楽団員、ダンシング・チーム、武装隊、道化師団、オー

トバイ・チーム等を加えると、パレード参加者総数は三千人を越えることも珍しくはない。

　ハーンは一八八三年、雑誌『ハーパーズ・ウィークリー』にマルディ・グラに関する記事「カーニバ

ルの衣装をしたニューオーリンズ」を寄稿した。一八八三年二月二十四日、マルディ・グラの季節に掲

12）	舩岡末利（2004）『ラフカディオ・ハーンの青春―フランス・アメリカ研究余話―』近代文芸社。101～104ペー
ジ。
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載されたこの記事の一部を以下に引用する13）。

ニューオーリンズ・カーニバルの芸術上財政上の目的は今やよく知られているので、	その詳しい歴

史や説明は必要なかろうし、その祭りを祝っている間のこの特異な都会の様子までもがお馴染みに

なっているが、問題の時期にこの都市が蒙っているかにみえる奇妙な個性の喪失は、否応なく反省

を促さずにはおかない。（中略）しかしマルディ・グラの間、この都会はカーニバルのキングと同じ

くらい祭りの衣で変装しているのである。もっと珍しい地域固有の絵画性は、祭りの人工的絵画性

によって蔽われてしまっている。街自体が仮面をかぶせられてしまって、その顕著な特徴は、観客

の異常な重みで棧敷が倒壊しないように補強された一時的な木の枠組みで隠されてしまっているの

だ。

　カーニバルより、ニューオーリンズの特殊性に気づいてほしいとハーンは読者に向けて主張したが、

それと同時にマルディ・グラの人気さ及び盛大さを強調して記事にしている。

　以上に述べたマルディ・グラパレードに関する情報をもとに、ハーンの「中国の神話と伝説」が掲載

された『タイムズ・デモクラット』新聞の紙面を詳しく読んでいくと、この記事の背景に関するキーワ

ードが浮かび上がる。まず、「中国の神話と伝説」の全文が載せられている、『タイムズ・デモクラット』

紙一八八五年二月十七日号の十ページ目の紙面の左上に、太字でタイトルが書かれている（挿図 1）14）。

挿図 １

　まずは“PROTEUS”15）という単語が冒頭にあり、その下には「The	Subject	of	This	Year’s	Pageant	

the	Myths	and	Worships	of	China（今年の盛会のテーマ中国の神話と崇拝について）」というサブタイ

13）	同注11。110～111ページ。
14）	同注 2。
15）	ギリシャ神話のなかの海の神である。プロテウス。
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トルが並んでいる。PROTEUSとは、Krewe	of	Proteusの略称である。Kreweは固有名詞で、カーニ

バルの運営を担当する民間組織・カーニバル・クラブのことを指している。Kreweはそれぞれギリシャ

神話関係の名を冠しているので、Krewe	of	Proteusというのは、海神の名を冠したカーニバルクラブで

ある。当時二番目に古いカーニバルクラブであり、規模も大きい。一八八五年のカーニバル運営を担当

し、パレードのテーマを「中国の神話と崇拝」に決めた。記事の冒頭には、まずは	Krewe	of	Proteus

によりもたらしたパレードの盛況を描き、そして「中国の神話と崇拝」の本文が描かれる。西崎氏は

『Oriental	Articles』16）を編集する際、カーニバルに関連するインフォメーションをすべて消し、「中国の

神話と崇拝」に関する部分だけを収録した。記事に書いた十八個の項目の前には、元々、「～th	Tableau

（～番目の図）」がついており、それぞれ順番がつけられている。新聞掲載紙面をみると「中国の神話と

崇拝」が神話を解釈していく順番は、実は山車の出場の順番であるとわかる。

　同日同紙の第一ページ目には、目を引く宣伝記事があった（挿図 2）17）。この宣伝記事は二月の一日か

ら、マルディ・グラ当日の十七日まで、ずっと『タイムズ・デモクラット』紙の第一ページに掲載され

ている。内容は、タイムズ・デモクラット社が、一八八五年のパレードを主催する団体、Krewe	of	

Proteusと連携し、一年間の研究を踏まえ、Carnival	bulletinと呼ばれるマルディ・グラ特有のフルカラ

ー小冊子を完成した、というお知らせである。この小冊子は二月十六日の昼、十セントの価格で町のあ

ちこちに販売される。小冊子には華やかなパレード山車十八台に対してイラスト十八枚が描かれており、

事前に買って読んでおくとパレードを一層楽しめ、記念品にもなるという。そして観客たちにパレード

のテーマをより深く理解させるため、パレード及びイラストに対する詳しく説明したハーンの記事「中

国の神話と崇拝」は祭り当日、『タイムズ・デモクラット』紙に掲載された。

挿図 2

　このカーニバル特有の小冊子の発行は、一八七〇年代からの新聞社の伝統である18）。一八八四年初めて

16）	同注 4。
17）	The	Times-Democrat	（New	Orleans,	Louisiana）.	Tue,	Feb	17,	1885.	 1 ページ。
18）	ARTHUR	HARDY,	The	New	Orleans	ADVOCATE-Carnival bulletins have memorialized city’s parades for 140 

years,	Feb	17,	2015.
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のフルカラー小冊子が印刷され、それから毎年カーニバルの季節に小冊子を発行することが出版業の一

大行事となった。戦争のためにマルディ・グラとともに一度停止されたが、近年ニューオーリンズの伝

統及び芸術として認められ、二〇〇三年から発行が再開された19）。歴史と文化を載せたCarnival	bulletin

が再び注目され、専門の研究者も現れた。

　『Mardi	Gras	Treasures（マルディ・グラの宝物）』シリーズを著したマルディ・グラ研究家のHenri	

Schindler20）によると、一八八五年、Krewe	of	Proteusのために中国の神話と伝説をテーマにしたパレー

ド山車及び服装をデザインしたのは、水彩色鉛筆画家のCarlotta	Bonnecaze21）である。彼女はマルディ・

グラにおいて初めての女性デザイナーである。一八八五年、中国の神話と崇拝をテーマにしたこの作品

シリーズは、完成度の高さゆえ一番高く評価されたという。残念ながら、Carlotta	Bonnecazeの人生に

関して謎が多く、ただ美しい作品が美術館に残された。本論文で扱う彼女のイラストはすべて、ニュー

オーリンズのテュレーン大学ハワード・ティルトン記念図書館22）に所蔵され、カーニバルコレクション

として電子データベースに公開されたものである23）。	Henri	Schindlerの著作“Mardi	Gras	Treasures:	

Float	Designs	of	 the	Golden	Age（マルディ・グラの宝物：黄金時代の山車デザイン）”では、「The	

descrips	that	appeared	 in	the	Times-Democrat	newspaper	and	 in	the	 lithographed	Carnival	Bulletin	

were	written	by	Lafcadio	Hearn」24）という記述があり、訳すと、「（中国の神話と崇拝シリーズイラスト

についての）カーニバルパンフレット及び『タイムズ・デモクラット』紙に載せている解釈文は、ラフ

カディオ・ハーンにより書いた」である。前に述べたタイムズ・デモクラット社とKrewe	of	Proteus連

携の宣伝記事によると、タイムズ・デモクラット社の文芸編集長であるハーンは、Krewe	of	Proteusの

パレードデザイナーとしてのCarlotta	Bonnecazeと一緒に、一八八五年のマルディ・グラパレードの主

題を決めた可能性が高い。しかし、現在公開されたハーン書簡25）を見る限り、この女性との書簡はなか

った。二人はニューオーリンズで、直接に交流をしたと推測するしかない。

三、『中国の神話と崇拝』においての創世者盤古・福建の塔・女媧三項目

　本章では、「中国の神話と崇拝」の二番目に並べられた「創世者盤古」と、三番目の「福建の塔」及び

十五番目の「女媧」に関する解明を行う。中国語が分からず、一度も中国に足を運ぶことがなかったハ

ーンは、中国の神話と崇拝についてどれほど理解し、どのように解釈したのか。記事の中には『淮南子』、

19）	Henri	Schindler,	gambit-Rex’s celebrates ‘L’Ancienne Nouvelle-Orleans’,	Feb	5,	2018
20）	アメリカのマルディ・グラ研究家である。1997年から現在まで、マルディ・グラに関する七冊の著作を出版した。
21）	生年不詳。ニューオーリンズの水彩色鉛筆画家。1885年から1897年まで、Krewe	of	Proteusのためにパレードの台
車及び衣装をデザインした。

22）	Howard-Tilton	Memorial	Library,	Tulane	University.
23）	Carnival	Collection,	Manuscripts	Collection	900,	Louisiana	Research	Collection,	Howard-Tilton	Memorial	Library,	
Tulane	University,	New	Orleans,	Louisiana.

24）	Henri	Schindler.	（2001）.	Mardi Gras Treasures: Float Designs of the Golden Age.	33ページ．
25）	Elizabeth	Bisland	Editor.	（1910）.	Life and Letters of Lafcadio Hearn.
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『路史』、四書五経など大量の中国古典の引用が見えるが、それはどこから得られた情報なのか。調査を

行う際、ハーン生前の蔵書は重要な参考となる。ハーンは自分の蔵書に印鑑を押す癖があり、英語の

「Lafcadio　Hearn」印がある本は、アメリカにいる時所持しているものだと判断される。日本語の印鑑

は三種類あり、へるん印とよばれる。このように印鑑の種類によって蔵書の時期がわかり、ハーン参考

にしている時期も判断できる。本章において扱ったハーン蔵書は、すべて「Lafcadio　Hearn」印が押さ

れており、一八八五年以前に出版されたものである。その上、Carlotta	Bonnecazeのイラストとハーン

の記事をあわせて、「中国の神話と崇拝」を解明していく。

1 ．CREATION-POUAN-KOU. 創世者盤古

　一番目に登場するパレード王としての「天子」（挿図 3 ）26）に続いて、二番目に登場するのは

「CREATION-POUAN-KOU」創世者盤古（挿図 4）27）である。山車が呈した画面を、ハーンは記事の中

で次のように的確に描写した。

挿図 ３

挿図 4

中国の哲学者たち、例えば冒頭で言及した老子などは、世の始まりは混沌であり、そこからすべて

26）	一番目の絵「Tien-ze」、天子である。天朝中国の帝王である天子は、パレードで最初に登場する、パレードの王にし
ては一番ふさわしいである。挿図の出処同注22。

27）	同注22。
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の物質的な存在を引き出したと言う。他の哲学者たちは、偶然の組み合わせが、人の形成をもたら

したと主張している。しかし、大多数の中国哲学者は、盤古（Pouan-Kou）と呼ばれた世の最初の

男は、鶏卵から生まれたと主張する。哲学者たちの理論はこの挿図に描いたように、暗闇と混沌の

上に載っているのは、一つの巨大な鶏卵である。その欠けた殻の上部には、太陽の光線が、薄く白

い空気を通して黄色の大地（卵黄）に投げかけられ、その上に盤古が、木の葉の衣装を着て大地に

立っている。」

　世界の始まりは渾沌の中の卵、盤古はその中から生み出された創世者、というような記述は、『三五歴

紀』28）と一致している。『三五歴紀』はすでに現存していないが、その中の盤古に関する記述は宋時代の

『太平御覧』29）卷二に、次のように引用されている。

徐整《三五歴紀》曰：天地渾沌如雞子，盤古生其中。萬八千歲。天地開辟，陽清為天，陰濁為地，

盤古在其中，壹日九變，神於天，聖於地。天日高壹丈，地日厚壹丈，盤古日長壹丈。如此萬八千歲，

天數極高，地數極深，盤古極長，後乃有三皇。

　この記述は、盤古に関する一番古い記述であるといわれている。しかし、中国語が分からず、一度も

中国に足を運ぶことがないハーンが、直接漢籍を読んでそれを自分の作品の中に引用するわけがない。

当時の欧米漢学の著作を参考にしたはずである。では、一体どんな書物を参考にしたのか。盤古につい

てハーンはまた次のように書いてある。

　宋時代の著作家ホアン・ファン（Houan-fang）は、「盤古は天地の始めに現れ、彼はどこで生ま

れたのか誰も知らない」と述べた。盤古の死に関することも、彼の年齢また治世の期間に関しても

誰も知らないので謎である。もう一人の有名な著作家羅泌（Lo-pi）は、盤古は非常に知的で、一日

に九種類の異なる形をとることができると主張した。「彼は創世主であった、世の始まりにすべてを

創造し、すべてを変化させた」と述べた。しかし、一体「世界の始まり」はいつなのか？

　ここに出てくる二つの人名に注目したい。宋時代の著作家で、書物に盤古のことを記載しているHouan-

fangとLo-pi二人とはどのような人物なのか。後者は、宋時代『路史』を著した羅泌であることを判断

するのが難しくない。『路史・卷一』の中に、盤古についてこのような記述がある :「正閏五德，終始之

傳，乃謂天地之初，有渾敦氏者出為之治，即代所謂盤古氏者，神靈壹日九變。蓋元混之初，陶融造化之

主也」これはハーンの記事の描写と一致する。一方、前者のHouan-fangについては、まだ特定出来ては

いない。

　ここで、ハーンの蔵書の中にある、アメリカ初の中国に関する百科事典といわれる『中国総論』（第二

28）	中国三国時代。神話集。徐整撰。
29）	中国宋代初期。李昉、徐鉉他14人撰。
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巻・一八八三年版）30）を引いてみる。第17章「中国の歴史」の章、世の始まりについて論じるの部分31）で

は、先に渾沌の説を挙げ、次に、卵から生み出した創世者盤古の話を記している。記事の流れからみる

と、ハーンの描写は『中国総論』のこの部分と近い。しかし、『中国総論』では、盤古のアルファベット

表記は“Pwanku”であり、ハーンが書いた“Pouan-Kou”と明らかに系統が違う。“Pouan-Kou”など、

ハーンがこの記事に使っている中国の固有名詞を示すアルファベット表記の大半は、フランス地域の漢

学家が使用している表記である。そこで、フランス語訳の漢籍を探してみると、漢学家として歴とした

フランス語著作を残したG.Pauthier32）の一大作、“Les	 livres	sacrés	de	 l’Orient（直訳すると東洋の聖

なる典籍）”33）に辿りつく。この著作の第四章に、盤古に関する文に、宋時代羅泌の典拠を翻訳しており、

羅泌＝Lo-piと盤古＝Pouan-Kouなどのアルファベット表記は、ハーンが使用した表記と一致している。

しかも、同じ章では、“Hou-ou-fong	dit	que	Pouan-kou	parut	dans	 les	premiers	temps”という記述が

あり、直訳すると、「Hou-ou-fong曰く、盤古は天地の始めに現れ」の意味である。古い新聞紙面の文字

のため、多少ぶれている箇所があることを考えると、“Houan-fang”とは西崎氏の入力ミスで、元々の

表記は“Hou-ou-fong”である可能性が非常に高い。以上を持ち、基本的にハーンはこの著作を参考にし

ていると言える。フランス語のこの著作の典拠をそのまま英語に翻訳し、イラストに対する説明に直接

使ったことが推定できる。G.Pauthierについて、中国も日本においても、先行研究が少ないが、四書五

経など数々の漢籍を早い時期にフランス語に訳した偉大な漢学者である。ハーンの蔵書の中には、彼が

訳した『詩経』34）があった。

2 ．TOWER OF FO KIEN 福建の塔

　「中国の神話と崇拝」の三番目に、神話とは少し離れて、リアルな風物・福建の塔が出てくる（挿図

5）35）。八角の塔は西洋人から見て中国独特の建物の代表となっているようである。ハーンは以下のよう

に、まず塔の役割を説明し、最後に塔の外観を描写した。

中国の伝統によると、亡くなった仏陀の遺体は火葬され、残った骨は八つに分けられ、それらを八

つの箱に入れ、八層建ての塔に収まる。中国や仏教が浸透したすべての国でよく見られるこのよう

な塔は、骨塔（Chine）と呼ばれる。骨塔の形は常に同じではなく、円形、正方形、六角形、八角

形などさまざまな形がある。材質は、石・木・煉瓦、またはあの南京の有名な塔のように、磁器で

構築されている。骨塔の工芸はどれほど芸術的なのかについては、作家たちは次のように熱狂的に

30）	Williams,	S.	Wells.	（1883）.	Middle Kingdom=中国総論 : a survey of the geography, government, literature, social 
life, arts, and history of the Chinese empire and its inhabitants,	Volume 2.

31）	同注29。138~139ページ。
32）	Guillaume	Pauthier（1801~1873），フランス漢学家。
33）	G.	Pauthier.	（1840）．Les livres sacrés de l’Orient traduits ou revus et publiés.
34）	Chefs-d’oeuvre littéraires de l’Inde, de la Perse, de l’Egypte et de la Chine.	–	Paris	 :	Maisonneuve，1872.	Contents:-	

Tome	11:	Chi-King, ou, Livre desvers	/	par	G.	Pauthier.
35）	同注22。
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証言した「塔に目を上げると、塔の屋根は天にあるように見える；そのレンガのエナメルは金と紫

色の輝きより眩しく、塔の各層に当たった太陽の光線を反射して、その光線は巨大な虹のように街

全体に注ぐ」（中略）一番印象的な骨塔は、福建省（Fo	kien）にある。それは九階建て、八角形の

骨塔である。それに人形が装飾され、表面は磁器で覆われている。骨塔の各層には、大理石の柱と

金箔の辺が飾ってある。周囲にはそれぞれの角で鈴がかけられ、風に揺れるたびハーモニーを作り

出す。タワーの頂上には大きな黄銅の偶像が立っている。

　Chineは骨の意味があり、前述の「骨を収める」という機能を考え、「骨塔」と訳した。「Fo	kien」と

いう表記に関して、ハーンの蔵書の“CHINA:	PICTORIAL,	DESCEIPTIVE,	AND	HISTORICAL.”36）

では、「茶の産地福建省」という風に、「Fokien＝福建」が確認できる記述がある。この著作中にも、あ

る九層の古塔に対し、以下のように描写してある。

The	 pagoda	 is	 the	 most	 elegant	 structure	 of	 the	 kind	 that	 has	 hitherto	 been	 met	 with	 by	

Europeans	 in	China,	 and	 takes	 its	name	 from	the	 tiles	of	white	porcelain	with	which	 the	solid	

brickwork	of	the	building	 is	covered,	every	tile	being	cast	 in	a	mould,	with	an	 indenture	 in	the	

shape	of	a	half	cross,	 the	bricks	having	a	projecting	piece	of	a	similar	 form,	which	fits	 into	the	

cavity.	 The	 tower	 consists	 of	 nine	 stories,	 and	 is	 remarkable	 for	 its	 correct	 proportions.	 Its	

form	is	octagonal,	the	angles	being	marked	on	each	side	by	a	row	of	tiles,	red	and	green	placed	

alternately.	 A	 light	 balustrade	 of	 green	 porcelain	 runs	 round	 each	 story,	 at	 every	 comer	 of	

which	hangs	a	be11.	The	staircase	 is	within	the	wall,	and	communicates	with	every	floor.	Each	

story	 forms	a	 room	with	 a	painted	 roof,	 and	 contains	 a	number	 of	 idols	 placed,	 in	niches;	 and	

each	 room	 has	 four	 windows,	 placed	 towards	 the	 four	 cardinal	 points.	 There	 are	 priests	

attached	 to	 this	 pagoda,	 to	 keep	 it	 in	 good	 order,	 and	 to	 see	 that	 it	 is	 illuminated	 at	 all	

36）	Henry	G.	Bohn.	（1853）.	China: pictorial, descriptive, and historical, with some account of Ava and the Burmese, 
Siam, and Anam, with nearly one hundred illustrations.

挿図 ５
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festivals,	 the	 expenses	 being	 paid	 by	 the	 contributions	 of	 those	 who	 bestow	money	 for	 such	

purposes,	 in	the	hope	of	propitiating	the	deities.

　この部分はハーンの記事での描写とかなり一致していが、前文を見るとここに描かれた塔は南京に位

置しているという。ハーンは文書の前半で、「磁器で建てられた南京の塔」に言及した。ここでハーンは

実際二つの塔のことを述べている。一つはその高さと輝きで「作家たち」を熱狂させた「あの南京の有

名な塔」である。もう一つこそ「福建の印象に残るの塔」である。十九世紀、数多く南京の古塔の間で、

欧米で一番有名な塔というは、明の時代で建てられた、南京報恩寺の琉璃塔しかない。一六五一年に南

京を訪れたオランダ東インド会社の使者Johan	Nieuhof	（1618-1672）によって、ヨーロッパに図版とと

もに詳しく報告されている。それは西欧で、前記の圓明園の情報に先んじ、最も早くから知られること

になった中国建築であった37）。報告（挿図 6）38）のなかで、南京報恩寺の琉璃塔は、世界の七不思議と匹

敵できるほど美しいと称賛され、その名は一気に欧米で広がっていった。中国の詩人たちも、この塔に

ついて数々の詩を創作した。

挿図 ６

　このような古塔の絵は、一見パレードの塔の絵と結構似ている。けれど、南京の瑠璃塔は一八五三年、

太平天国の乱のなかで破壊された。太平天国のことを、記事に言及したことのあるハーンなら、この塔

が破壊されたことも知っているはずである。よって現存の塔の中から、印象的な例をあげたと考えられ

る。

　実際的にも、福建省の福州には、ハーンの『中国の神話と崇拝』一文の中の描写と重なる塔がある。

37）	甲斐貴也論文（2014）「ジュディット・ゴーティエ「磁器の亭」」。
38）	 Johan	Nieuhof.	（1665）． L’ambassade de la Compagnie Orientale des Provinces Unies vers l’Empereur de la Chine, 

ou Grand Cam de Tartarie, faite par les srs. Pierre de Goyer, & Jacob de Keyser ... Le tout recueilli par le Mr. 
Jean Nieuhoff ... mis en François, orné, & assorti de mille belles particularitez tant morales que politiques.	ペー
ジ136。
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それは、福州龍瑞寺の「千仏陶塔」（挿図 7）39）である。塔にかけている鈴が、風が吹いたときに奏でた

ハーモニーが有名である。

3 ．Niu-va 女媧

　次は、「中国の神話と崇拝」十五番目の「女媧」（挿図 8）40）の原典を探ってみる。「中国の神話と崇拝」

において、ハーンの女媧に対する描写は、以下のようである。

女媧は伏羲の妹である。他の説では、伏羲の妻である。彼女にはいくつか別の呼称がある：女皇、

処女の主権者；黄母、黄天の母；温明、温かい明かり；彼女の姓氏は、雲である。彼女は蛇の体、

牛の頭を持ち、長い金髪はいつも乱れていた。（中略）女媧は、伏羲の助けを借りて、共工との戦い

で勝利した。共工は溺死したという。彼女は五色の岩で空中の穴を塞ぎ、地球を元の形と大きさに

復元し、四つの基本点を再設定し、水を沈めさせ、人類に平和と幸福返した。彼女は木の徳で支配

39）	中国古塔大全。福州龍瑞寺の「千仏陶塔」。
40）	注同22。

挿図 ７
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し、その力は東から来た。『淮南子（Hoainan-tse）』では以下のように述べた「彼女の美徳は、最高

の天国に浸透し、最も深い墓にも達した。彼女の名前は全国民に知られるようになり、彼女の光は

世界を満たすようになった」。百三十年の統治の後、彼女は天に上がり、雷の馬車にのり、彼女の声

に従う翼がある天馬が馬車を引いている。金の雲が彼女の周りにアーチとなった。彼女は空中で、

太陽の光より輝く光を放ちながら、しばらく遊んでいた。彼女は 9番目の天国に上がり、天帝に迎

えられ、神の集まりで彼女の居場所に導かれた。

　ここでハーンは、女媧伝説の原典は『淮南子（Hoainan-tse）』であると述べている。中国語の原典・

『淮南子』41）を以下に引用する。

往古之時，四極廢，九州裂，天不兼覆，地不周載，火監炎而不滅，水浩洋而不息，猛獸食顓民，鷙

鳥攫老弱，於是女媧煉五色石以補蒼天，斷鰲足以立四極。殺黑龍以濟冀州，積蘆灰以止淫水。蒼天

補，四極正，淫水涸，冀州平，狡蟲死，顓民生。（中略）考其功烈，上際九天，下契黃壚，名聲被後

世，光暉重萬物。乘雷車，服駕應龍，驂青虬，援絕瑞，席蘿圖，黃雲絡，前白螭，後奔蛇，浮遊消

搖，道鬼神，登九天，朝帝於靈門，宓穆休於太宜之下。

　「考其功烈，上際九天，下契黃壚，名聲被後世，光暉重萬物」の一節は、訳したらハーンが引用したよ

うに、「彼女の美徳は、最高の天国に浸透し、最も深い墓にも達した。彼女の名前は全国民に知られるよ

うになり、彼女の光は世界を満たすようになった」となる。

　創世者盤古の説明文と同じく、女媧の説明文に出てくるアルファベット表記「Niu-va＝女媧」「Fohi=

伏羲」「Kong-kong ＝共工」「Hoai-nan-tse ＝淮南子」などは、すべてG.Pauthier の著作、“Les	 livres	

sacrés	de	 l’Orient”で記したのと一致している。内容的にも、ハーンが述べたことは“Les	 livres	sacrés	

de	 l’Orient”の第十二章共工の章及び第十三章女媧の章の要約に見える。

41）	淮南子・覽冥訓。前漢の武帝の頃、淮南王劉安が学者を集めて編纂させた思想書。

挿図 ８
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四、おわりに

　「中国の神話と崇拝」というは、一八八五年マルディ・グラのパレードのテーマでありながら、ハーン

記事のテーマであり、Carlotta	Bonnecazeイラストのテーマでもある。パレードを実際に体験すること

ができなくても、両者の渾身の作品を合わせれば、あの日ニューオーリンズの町で呈された煌めいた中

国の文化に魅了されるに違いない。西洋人独特な理解・解読により生み出した両者の作品から、まさに

文化交渉の諸相がわかる。

　本稿で論じたように、「中国の神話と崇拝」において、中国上古神話に関する項目を書くとき、ハーン

は基本的にG.	Pauthierの著作をベースに書いた、と推測できる。しかし他にも、「Las	and	Assuri」や

「Giehva」、及び仏教に関する説明文の具体的な出処は、まだまだ考証していくべきである。

　一方、ハーンの蔵書から見つけ出せる事実も、想像以上にある。サミュエル・ウィリアムズの『中国

総論』をはじめ、中国に関する蔵書の数々は、どれもハーンの漢学を学ぶ意欲を示している。一方、当

時アメリカ及びフランスの東洋学の領域で権威ある著作を所有したハーンの東洋への関心の深さがわか

る。ハーンのアメリカで始まった中国学および東洋学の研究は、来日後も止まらず、日本学の研究と同

時進行していることは、来日後も増え続けた中国関係の蔵書から垣間見える。

　日本に滞在する間、日清戦争・日露戦争に直撃したハーンは、「中国は日本文化の恩師」42）であること

をさらに深く認識していた。東洋伝統文化の喪失に危機を感じたハーンは、記事を通じて、中国に対す

る尊重の気持ちを喚起しようとしている。アメリカにいる時期から、中国の伝統文化および日中の親密

な関係を知り、中国は日本の「先生」という認識を持ったハーンは、生涯最後まで、両国の和解を望ん

でいた。遺稿の『天の川源起』で、七夕という日中共通の節日を論じ、その変容を論じたのも。本稿で

扱った「中国の神話と崇拝」は、アメリカにいる時期の作品であるが、ハーンの西洋人としての日本と

中国を含む東洋への深い敬意の念を現れたものだと言えよう。

42）	「神戸クロニクル論説集」中の「寛大の必要性」一文より。斎藤正二訳（1988）『ラフカディオ・ハーン著作集第五
巻』恒文社。




